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〈
設
立
40
周
年
を
お
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し
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し
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う
〉
　

〈
設
立
40
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
〉
　

令
和
六
年
度
を
迎
え
、私
自
身
、二
期
目

の
折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
十
二

日
に
は
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
、
今
年
度

の
定
時
総
会
も
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
残
さ
れ
た
期
間
、
全
身
全
霊
で
取
り

組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
就

業
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
べ
く
適
正
就

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
請

負
事
業
か
ら
派
遣
事
業
に
移
行
で
き
な
い

も
の
も
多
く
、
派
遣
事
業
へ
の
移
行
に
伴

う
手
数
料
の
増
加
か
ら
派
遣
事
業
へ
の
移

行
を
断
念
す
る
発
注
者
も
あ
り
、
そ
の
結

果
、
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
高
齢
化
、
夏
期
の
高
温

化
に
よ
り
、
一
部
業
務
で
大
幅
な
減
収
と

な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
令
和
五
年
十
月

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
が
会
員
皆
様
方
の
消
費
税
を
支
払
う

必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
の

物
価
高
騰
に
伴
い
、
必
要
経
費
も
増
え
き

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
支
出
が
増
え
、収
入
が

減
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
状
況
に
当
セ
ン

タ
ー
は
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、

令
和
五
年
度
に
加
入
し
た
大
分
商
工
会
議

所
を
通
し
た
会
員
拡
大
と
就
業
開
拓
、
並

び
に
同
じ
く
設
置
し
た
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員

会
に
よ
る
女
性
会
員
の
拡
大
と
就
業
開
拓

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
令
和
五

年
五
月
に
公
布
、
令
和
六
年
十
一
月
に
は

施
行
さ
れ
る
た
め
、
会
員
皆
様
に
は
書
面

又
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る
事
前
の
就
業
条

件
の
明
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

今
後
、
時
期
は
未
定
で
す
が
、
発
注
者
と

会
員
と
の
間
に
契
約
関
係
が
生
じ
る
契
約

方
法
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
第
二
次
中
期
計
画
の
基
本
目
標
で

あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
の
実
現
が

必
須
の
課
題
と
な
り
、
手
軽
に
会
員
の
皆

様
へ
就
業
情
報
を
伝
達
で
き
る
手
段
と
し

て
、
会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
十
一
月
八
日
に

設
立
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
令

和
六
年
十
一
月
十
二
日
に
設
立
か
ら
四
十

年
を
振
り
返
り
、
前
途
を
祝
し
て
記
念
式

典
を
挙
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
式
典
終
了
後
に
は
抽
選
会
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
皆
様
が
出
席
い
た
だ
き
、

記
念
事
業
が
盛
大
な
も
の
と
な
る
よ
う
準

備
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

去
る
六
月
十
二
日
㈬
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル（
文
化
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
令
和
六

年
度
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
理
事
長
よ
り
受
賞
さ
れ
た

三
十
二
名
の
方
へ
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
に
入
り
、
江
藤
理
事
長
よ
り
、

長
年
に
わ
た
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
へ
の
貢
献
に
対
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会
員
へ
の
感

謝
と
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
今
後
は
女
性
会
員
を
拡
大

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会
」を
設
置

し
た
こ
と
や
、
今
年
度
は
設
立
四
十

周
年
記
念
の
年
で
あ
る
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

理事長 

江 藤  　 郁
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次
に
大
分
市
長 

足
立
信
也
様
、

大
分
市
議
会
議
長 

二
宮
博
様
、
大

分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
会
長 

江
藤
郁
様
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に
山
﨑

陽
二
さ
ん
（
滝
尾
Ａ
班
）
を
選
任
し

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
：
令
和
五
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
（
案
）　

第
二
号
議

案
：
令
和
五
年
度
収
支
決
算
報
告

（
案
）
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て　

第
三
号
議
案
：
役
員
の
選
任（
補
充
）

に
つ
い
て
（
案
）
の
各
議
案
に
つ
い

て
、　

事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
一
号
報
告
：
令
和
六
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
二
号
報

告
：
令
和
六
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
全
て
の
議
事
が
終
了
し
、

総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
総
会
が
滞

り
な
く
進
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
の
幸
義
広
委
員
長
に
よ
る

「
安
全
就
業
研
修
」を
行
い
ま
し
た
。

理
事
の
紹
介

理
事
長�

江
藤　
　
郁

副
理
事
長（
大
分
市
）�新
正
池　
　
功

常
務
理
事（
事
務
局
長
）�釘
宮　
祐
一

理
事（
大
分
市
）�

斉
藤　
修
造

理
事（
剪
定
部
会
代
表
）�深
草　
秀
昭

理
事（
草
刈
り
部
会
代
表
）

�
都
甲　
堅
治

理
事

（
福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
代
表
）

�

河
合
伊
津
子

理
事（
安
全・適
正
就
業
委
員
会
代
表
）

�

幸　
　
義
広

理
事（
一
地
区
代
表
）�

吉
村
正
太
郎

理
事（
二
地
区
代
表
）�

渡
邉　
邦
治

理
事（
三
地
区
代
表
）�

衛
藤　
　
光

理
事（
四
地
区
代
表
）�

渋
谷　
建
治

理
事（
五
地
区
代
表
）�

大
野　
憲
一

理
事（
六
地
区
代
表
）�

宮
園　
清
孝

理
事（
七
地
区
代
表
）�

渡
辺　
正
道

理
事（
互
助
会
代
表
）�

小
浦　
良
雄

理
事（
会
員
代
表
）�

髙
橋　
豊
文

理
事（
会
員
代
表
）�

白
石　
郁
子

監
事（
会
員
）�

薬
師
寺　
寿

監
事（
会
員
）�

仲
矢　
吉
徳
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定
時
総
会
の
決
定
を
受
け
、
令
和

六
年
度
の
重
点
項
目
は
、
組
織
力
の

強
化
、
財
政
基
盤
の
確
立
、
安
心
安

全
な
就
業
環
境
の
確
立
強
化
、
会
員

の
増
強
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し

て
い
ま
す
。

《
目
標
数
値
》

主
な
目
標
数
値
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

❶
組
織
力
の
強
化

事
務
局
や
部
会
の
組
織
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
の
意
識
改
革
、

地
域
班
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
職
員
研
修
の
実
施

・
業
務
の
効
率
化
の
追
求

・
新
た
な
部
会
の
設
立
の
検
討

・
地
区
班
長
会
、地
域
班
会
議
の
実
施 

な
ど

❷
財
政
基
盤
の
確
立

広
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

就
業
開
拓
の
た
め
の
営
業
活
動
を
強

化
し
ま
す
。

・
事
業
所
等
へ
の
営
業
活
動
の
実
施

と
派
遣
契
約
へ
の
積
極
的
な
移
行

の
推
進

・
地
元
紙
や
折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

・
Ｐ
Ｒ
拠
点
や
交
流
拠
点
機
能
の
設
置

・
シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会（
女
性
委
員

会
）に
よ
る
就
業
開
拓　
な
ど

❸
安
心
安
全
な
就
業
環
境
の
確
立

強
化

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
や
部
会

で
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
安
全
標
語
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例

の
募
集
と
会
員
へ
の
周
知

・
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
毎
月
発
行
と
安

全
意
識
の
高
揚

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
安
全
研
修
の

実
施

・
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
研

修
の
定
期
的
実
施  

な
ど

❹
会
員
の
増
強

「
一
会
員
一
名
増
強
運
動
」
の
展

開
や
入
会
説
明
会
、
広
告
宣
伝
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

・
一
会
員
一
名
の
会
員
登
録
の
呼
び

か
け

・
入
会
説
明
会
を
セ
ン
タ
ー
及
び
各

地
区
公
民
館
の
ほ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催

・
新
聞
折
込
や
地
元
新
聞
広
告
の
実
施

・
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
講
座
の
開

催
に
よ
る
入
会
促
進

・
電
話
で
の
就
業
斡
旋
や
求
人
情
報

の
随
時
提
供
、
相
談
窓
口
の
充
実

に
よ
る
退
会
者
抑
止  

な
ど

❺
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

事
務
局
や
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
ま
す
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
入
会
説

明
会
の
実
施

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

・
ス
マ
ホ
教
室
、パ
ソ
コ
ン
教
室
の

実
施

・
シ
ル
バ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新 

な
ど

業
務
の
執
行
を
決
定
す
る
理
事
の

役
割
分
担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
部
会

規
定
・
規
則
・
要
綱
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
協
議

正
池
　
　
功	
釘
宮
　
祐
一

吉
村
正
太
郎	

渋
谷
　
建
治

宮
園
　
清
孝	

小
浦
　
良
雄

●
事
業
部
会

専
門
部
会
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

協
議

深
草
　
秀
昭	

都
甲
　
堅
治

幸
　
　
義
広	

渡
邉
　
邦
治

衛
藤
　
　
光	

髙
橋
　
豊
文

●
福
祉
部
会

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
協
議

斉
藤
　
修
造	

河
合
伊
津
子

大
野
　
憲
一	

渡
辺
　
正
道

白
石
　
郁
子

目標数値 ５月末の実績

会 員 数 1,720人 1,575人

受 注 件 数 9,300件 2,403件

契 約 金 額
（請負・委任） 462,000千円 59,871千円

契 約 金 額
（派  　　遣） 280,000千円 44,746千円

事 故 件 数 10件以内 4件
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安
全
・
適
正

　就
業
に
向
け
て

安
全
・
適
正

　就
業
に
向
け
て

働
く
仲
間

働
く
仲
間

働
く
仲
間

働
く
仲
間

おめでとうございますおめでとうございます

と
し
た
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
が
主
旨
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
方
が
日
頃
取
り
組
ま

れ
て
い
る
「
お
仕
事
」
も
発
注
者
の

皆
様
か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
な
か
で
も
「
今
後
も

シ
ル
バ
ー
を
利
用
し
た
い
」
と
回
答

さ
れ
た
方
は
九
十
二
％
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
皆
様
方
の
真
摯
な
対

応
と
仕
事
の
出
来
栄
え
が
大
き
く
評

価
さ
れ
た
結
果
で
す
。
し
か
し
事
故

を
起
こ
す
と
そ
の
評
価
に
も
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
で
は
「
安
全
就
業
の
心

得
」
と
し
て
、
①
日
頃
か
ら
健
康
管

理
に
努
め
る
（
定
期
健
診
な
ど
）
②

仕
事
の
前
日
は
十
分
な
睡
眠
③
服
装

は
作
業
に
適
し
た
も
の
④
仕
事
の
前

の
準
備
運
動
⑤
器
具
類
の
事
前
点
検

⑥
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
低
下
を
認

識
⑦
急
が
ず
慌
て
ず
安
全
第
一
⑧
就

業
の
場
の
整
理
整
頓
⑨
共
同
作
業
の

合
図
・
連
絡
⑩
交
通
事
故
防
止
等
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
事
故
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ

か
、
あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し
て
是

非
お
考
え
下
さ
い
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長　

幸　
義
広

安
全
は「
ま
あ
い
い
か
」

で
は
防
げ
な
い

こ
の
標
語
は
昨
年
度
会
員
の
皆
様

よ
り
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
で
最
優

秀
賞
と
な
っ
た
作
品
で
す
。
今
年
度

も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
の

合
言
葉
の
下
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

お
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
残
念
な
が
ら
過

去
三
年
間
で
は
最
も
多
い
二
十
七
件

の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
な
か
で

も「
つ
ま
ず
く・す
べ
る・バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
」
と
い
っ
た
転
倒
事
故
が
最
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
加
齢
に
伴

い
疲
労
回
復
力
や
感
覚
機
能
、
平
衡

機
能
の
低
下
な
ど
の
不
安
要
素
が
増

え
て
ま
い
り
ま
す
。
私
は
関
係
な
い
、

大
丈
夫
な
ど
と
思
わ
ず
身
体
機
能
の

変
化
を
十
分
に
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
の
事
業
は
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
自
ら
の
人

生
を
就
業
を
通
じ
て
「
い
き
い
き
」

表
彰
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
）

【
在
籍
十
五
年
会
員
】

羽
田
孝
一　
（
春
日
Ｂ
班
）

大
木
重
則　
（
寒
田
Ａ
班
）

浦
末
幸
則　
（
大
在
Ｃ
班
）

山
村
邦
夫　
（
明
治
北
Ｃ
班
）

山
口
順
子　
（
津
留
班
）

二
宮　
浩　
（
八
幡
班
）

玉
井
紀
年　
（
金
池
Ｃ
班
）

前
田
和
男　
（
金
池
Ａ
班
）

藤
井
文
明　
（
高
田
Ａ
班
）

河
野　
勇　
（
鴛
野
班
）

村
谷
勝
弘　
（
戸
次
Ｂ
班
）

片
岡　
博　
（
大
在
Ｂ
班
）

佐
藤
富
彦　
（
宗
方
Ｄ
班
）

後
藤
正
義　
（
滝
尾
Ｂ
班
）

井
上
け
い
子（
明
治
Ａ
班
）

武
藤
孝
夫　
（
坂
ノ
市
班
）

澤
田
洋
子　
（
明
野
Ｅ
班
）

足
立
達
夫　
（
戸
次
Ｂ
班
）

篠
田
俊
直　
（
戸
次
Ａ
班
）

丸
小
野
正
人（
判
田
Ａ
班
）

後
藤
秀
明　
（
東
稙
田
Ｂ
班
）

内
田
良
雄　
（
大
在
Ｂ
班
）

安
東
廣
司　
（
川
添
Ａ
班
）

首
藤
強
一　
（
滝
尾
Ａ
班
）

甲
斐　
弘　
（
南
大
分
Ａ
班
）

片
岡
桂
子　
（
荏
隈
Ｂ
班
）

佐
藤
和
子　
（
桃
園
Ｂ
班
）

足
立
節
子　
（
南
大
分
Ａ
班
）

【
地
域
班
長
歴
任
六
年
以
上
】

令
和
五
年
四
月
一
日
〜
令
和
六
年
三

月
三
十
一
日
の
間
に
退
任
さ
れ
た
班

長
の
内
、
六
年
以
上
務
め
ら
れ
た
方

森　
福
生　
（
滝
尾
Ｅ
班
）

安
部　
浩　
（
桃
園
Ｃ
班
）

倉
橋
次
惣　
（
高
田
Ａ
班
）

近
藤
恵
津
子（
住
吉
班
）
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互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

──  

表
彰
を
受
け
て

表
彰
を
受
け
て  

──  

十
五
年
前
の
思
い
出

後
藤  

秀
明（
東
稙
田
Ｂ
班
）

平
成
二
十
一
年
、
六
十
六
歳
の
時

に
剪
定
部
会
に
入
り
、
早
い
も
の
で

十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
の
で
、
当
時

の
こ
と
を
少
し
だ
け
思
い
出
し
て
み

ま
し
た
。

当
時
の
剪
定
部
会
の
作
用
会
長
、

梶
原
講
師
の
指
導
の
も
と
第
十
二
期

剪
定
ス
ク
ー
ル
生
十
五
名
で
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。
現
在
も
数
名
の
同
僚

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

真
夏
の
暑
い
中
、
こ
れ
ま
で
に
携

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
慣
れ
な
い
実
技

実
習
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
よ
く
頑
張
っ
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

ス
ク
ー
ル
生
の
中
に
は
世
話
役
が
い

て
、
飲
み
会
の
企
画
、
ス
ク
ー
ル
終

了
時
の
一
泊
旅
行
、
ス
ク
ー
ル
期
間

中
の
ア
ル
バ
ム
の
作
成
等
、
今
思
い

出
す
と
ス
ク
ー
ル
期
間
中
の
半
年
間

は
本
当
に
充
実
し
、
大
変
な
中
で
も

楽
し
く
感
じ
る
研
修
で
あ
っ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
終
了
後
、
現
在
所
属
し

て
い
る
班
の
当
時
の
班
長
が
自
宅
に

来
ら
れ
、「
一
緒
に
仕
事
を
し
な
い

か
」
と
の
誘
い
に
二
つ
返
事
で
受
け

た
時
の
こ
と
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
ま
さ
に
老
人
の
域
に
入
ろ
う

か
と
云
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

六
十
六
歳
の
者
が
若
い
時
分
の
時
の

よ
う
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
剪
定
と
い
う
未

知
の
世
界
へ
臨
む
こ
と
へ
の
期
待
感

が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

少
し
で
も
上
手
く
な
れ
る
よ
う
技

術
的
な
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
樹
木

の
名
前
と
性
質
、
花
の
時
期
、
害
虫

の
こ
と
等
覚
え
る
こ
と
が
多
岐
に
わ

た
り
、
そ
れ
が
現
在
も
続
い
て
奥
深

い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
体
の
許
す
間
は
、
こ
の
好
き

な
剪
定
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
入
会
し
た
当
時
の
剪

定
部
会
の
会
員
は
百
四
十
名
ほ
ど
の

在
籍
で
し
た
が
、
現
在
は
百
名
を
切

る
状
況
で
す
。
法
的
に
雇
用
延
長
の

義
務
付
け
等
原
因
は
様
々
考
え
ら
れ

ま
す
が
、剪
定
に
限
っ
て
い
え
ば「
個

人
装
備
へ
の
初
期
費
用
の
負
担
」「
す

ぐ
所
得
へ
結
び
つ
か
な
い
」「
今
更

き
つ
い
仕
事
は
し
た
く
な
い
思
考
」

等
要
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
さ
び
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て

近
藤 

恵
津
子（
住
吉
班
）

平
成
二
十
五
年
に
「
人
の
お
役
に
立

て
れ
ば
」
と
の
思
い
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
、

個
人
宅
で
の
清
掃
、
荷
造
り
、
料
理
作

り
を
し
、
明
る
く
、
笑
顔
で
お
客
さ
ん

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
必
要
と
す
る

こ
と
は
何
か
を
心
が
け
な
が
ら
進
め
て

い
く
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
仕

事
が
終
わ
っ
て
「
あ
り
が
と
う
、
ま
た

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
言
葉
に
「
お
役

に
立
て
た
の
か
な
」
と
思
う
次
第
で
し

た
。
ま
た
、
就
業
報
告
書
を
持
参
し
た

際
、「
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
職
員
の

方
か
ら
の
労
い
の
言
葉
に
、
め
げ
る
気

持
ち
が
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
」
と

前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
か
ら
約
四
年
間
、
児

童
育
成
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
に
な
り
、か

わ
い
く
、賢
い
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、

学
ば
せ
ら
れ
る
日
々
で
し
た
。
無
事
の

帰
宅
に
安
堵
す
る
ほ
ど
で
、健
や
か
な

成
長
を
願
う
の
み
で
す
。

同
じ
く
平
成
二
十
九
年
か
ら
地
区
班

長
と
し
て
、
六
年
七
ヶ
月
間
事
務
局
だ

よ
り
等
を
配
布
し
ま
し
た
。

社
会
と
の
繋
が
り
、
多
く
の
人
と
の

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
持
て
た
こ
と
で

「
シ
ル
バ
ー
会
員
を
続
け
て
よ
か
っ
た
」

と
思
う
今
日
で
す
。

会
長
　
小
浦
　
良
雄

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
「
五
類
」
に
移
行
し
、
四
年

ぶ
り
に
「
研
修
バ
ス
旅
行
」
が
実
施

で
き
、
新
た
に「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」

や
「
ふ
れ
あ
い
親
睦
交
流
会
」
も
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
、

参
加
し
や
す
い
各
種
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
役
員
一
同
、
一
致
団
結
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
浦 　
良
雄

吉
村 

正
太
郎

木
下 　
和
子

前
嶋 

サ
チ
ミ

木
下 　
友
介

徳
丸 　
　
修

一
万
田 

精
次

柴
尾 　
照
夫

山
村 　
光
子
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村瀬 恵美子

業務課
継続・家事援助班
令和６年４月着任

今石 友美

総務課
庶務班

令和６年４月着任

白木原 宏治

業務課
派遣班

令和６年７月着任

今川 尚子

業務課
継続・家事援助班
令和６年７月着任

カトレア
ハウステンボス

（ボールペンによる点描）
唐津市の棚田

未
練
な
ど 

さ
ら
さ
ら
な
く
て 

花
吹
雪

他
者
の
目
で 

御
衣
黄
桜 

見
て
お
り
ぬ

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に 

歓
声
ひ
び
く

　
春
の
園

今
世
で
は 

蝿
と
生
ま
る
る
は 

宿
命
か

あ
れ
こ
れ
と 

決
め
か
ね
て
い
る 

春
の
鴨

旅
先
の 

予
期
せ
ぬ
出
会
い 

遅
桜

裸
婦
像
へ 

寄
り
添
う
よ
う
に 

緑
さ
す

末
黒
野
や 

男
ひ
と
り
の 

仁
王
立
ち

廃
校
の 

記
念
碑
に
降
る 

桜
蕊

ポ
ピ
ー
揺
れ 

ケ
ー
キ
の
届
く 

誕
生
日

子
ら
の
夢 

童
話
の
玖
珠
町
の 

鯉
の
ぼ
り

車
椅
子
の 

少
女
の
視
線
に

 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

音
符
の
よ
う
に 

園
帽
揺
れ
る 

春
の
山

「
紅
麴
」
列
島
揺
ら
ぐ 

末
の
春

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の 

甘
い
さ
さ
や
き

土
筆
出
づ

冬
眠
を 

忘
れ
し
熊
に 

春
来
た
り

山
腹
の 

こ
こ
よ
こ
こ
よ
と 

藤
の
花

ミ
モ
ザ
咲
き 

朝
の
習
慣 

写
経
か
な

生
野  

義
晴
さ
ん

　
　
　
あ
ぁ
税
金

　
隔
年
　
自
動
車
重
量
税

　
四
〜
六
月

　
　
所
得
税
確
定
申
告
納
税

　
　
県
民
税
　
自
動
車
税

　
　
市
民
税
　
軽
自
動
車
税

　
　
固
定
資
産
税
　
国
保
税

　
　
介
護
保
険
料

　
偶
数
月
　
源
泉
所
得
税

　
毎
日
　
た
ば
こ
税
　
酒
税

　
　
　
　
揮
発
油
税
　
消
費
税

　
私
の
年
間
納
税
額
は
？

　
政
府
と
自
治
体
の
皆
さ
ん

　
　
大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

中
条  

正
士
さ
ん

描
き
ゐ
し 

夢
遠
の
き
て 

い
つ
し
か
に

す
て
き
な
老
い
へ
と 

望
み
を
つ
な
ぐ

憧
れ
に 

ひ
た
む
き
な
り
し 

若
き
日
に

想
ひ
を
顧
へ
す 

古
き
ア
ル
バ
ム

進
み
ゆ
く 

時
代
の
テ
ン
ポ 

早
け
れ
ば

意
外
な
余
生 

わ
れ
に
あ
る
や
も

離
れ
住
む 
君
に
似
合
ひ
の 

服
あ
れ
ば

値
札
を
そ
っ
と 

確
か
め
て
み
る

長
畑  

孝
典
さ
ん

趣
味
の
広
場

趣
味
の
広
場

新
人
職
員
紹
介

新
人
職
員
紹
介

長
畑  

孝
典
さ
ん

鶴
岡  

道
弘
さ
ん

俳

　句

随

　筆

短

　歌

ぬ
り
絵

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

〈
退
職
の
お
知
ら
せ
〉

業
務
課  

派
遣
班

浜
田 

麻
美�

（
令
和
六
年
一
月
末
付
）

安
藤 

ミ
チ
ル�（
令
和
六
年
六
月
末
付
）

総
務
課  

庶
務
班

南　

 

貴
啓�

（
令
和
六
年
三
月
末
付
）

村
山 　
剛�

（
令
和
六
年
四
月
末
付
）
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　釘
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祐
一
・
森
永 

　徹

　
　那
賀 

美
保
・
今
石 

友
美

編

　集

　後

　記
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事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法

シ
ル
ボ
ン
ヌ
委
員
会

「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
改

正
さ
れ
、
企
業
等
の
七
十
歳
ま
で
の

雇
用
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
男
性
会
員
の
拡
大
が
期
待
で
き

に
く
く
、
六
十
歳
代
の
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
会

員
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

女
性
会
員
の
拡
大
及
び
就
業
開
拓
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
「
シ
ル
ボ
ン
ヌ

委
員
会
」（
女
性
委
員
会
）
を
令
和
六

年
三
月
五
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
目
的
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
の
第
一
弾
と
し
て
、
ま
ず
、
委
員

や
女
性
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
、

講
師
の
育
成
と
就
業
に
つ
な
げ
る
た

め
、「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

を
六
月
十
四
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
な
中
に

も
、
真
剣
に
「
籠
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
楽
し
く
参
加
で
き
る

よ
う
な
講
習
等
を
実
施
し
、
多
く
の

方
の
入
会
や
就
業
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
女
性
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
、「
特

定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
（
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
）」、

い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」

が
可
決
・
成
立
し
、
同
年
五
月
十
二

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
個
人
と
し
て
業
務

委
託
を
受
け
る
事
業
者
と
企
業
な
ど

の
発
注
事
業
者
の
間
の
取
引
の
適
正

化
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
就
業
環
境
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
発

注
事
業
者
に
対
し
、
取
引
条
件
の
明

示
等
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
育

児
介
護
等
に
対
す
る
配
慮
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
に
係
る
相
談
体
制
の
整

備
等
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
十
一
月

に
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
法
律
の

施
行
ま
で
に
就
業
条
件
の
明
示
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
簡
素
化
す
る
た
め
、

皆
様
方
の
ご
理
解
の
下
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
、
特
に
会
員
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な
登
録
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

六
月
二
十
日
、
東
京
で
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
江
藤
理
事
長
と
と
も
に
出
席
し
ま

し
た
。
江
藤
理
事
長
は
大
分
県
連
合
会
の
会

長
と
し
て
出
席
さ
れ
、
令
和
五
年
度
の
大
分

県
の
会
員
増
加
率
が
全
国
第
五
位
と
な
っ
た

こ
と
で
、
会
員
拡
大
に
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
都
道
府
県
連
合
と
し
て
、
全
シ
協
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
た
交
流
会
が
、

全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
代

表
が
出
席
す
る
な
か
、
久
し
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。�

（
釘
宮
）

◆シルボンヌ◆
「シルバー」とフランス語の「ボンヌ」
（素敵な、快適な）を合わせた造語
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